
北神戸線料金割引社会実験 効果検証結果

○社会実験の実施前と実施中の状況を比較すると、一般道路の交通量、通過時間、最大渋滞長が一定程度減少。
○ 一般道路から高速道路へ転換する交通が確認でき、一般道路の渋滞緩和に一定の効果があることが確認。

＜交通量＞
西行き交通量（断面②）

＜所要時間＞ （B）～（C）地点間：距離14.8km
一般道路による平日の所要時間 （午前７～９時）
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R4年
（社会実験実施前）
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4,492台
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237台増

28台減

※1：交通量はトラカンデータ（一般道路通過：兵庫県警提供、
阪神高速通過：阪神高速会社提供）より算出。

※2：使用したトラカンデータは4/26～4/28、6/8～10/31に測定

台/4時間

37.2
分

R4年
（実験実施前）
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＜交通量＞
東行き交通量（断面①）

71.8%

28.2%

R4年
（社会実験実施前）

一般道路利用阪神高速利用

R5年
（社会実験実施中）

3,804台

1,493台 1,527台

3,911台

107台増

34台増

※1：交通量はトラカンデータ（一般道路通過：兵庫県警提供、
阪神高速通過：阪神高速会社提供）より算出。

※2：使用したトラカンデータは4/26～4/28、6/8～10/31に測定

台/4時間

71.9%

28.1%

＜所要時間＞（A）～（C）地点間：距離8.0km
一般道路による平日の所要時間 （午前７～９時）

20.0
分

R4年
（実験実施前）

R5年
（実験実施中）

藍那方面（A）地点
→都心方面（C）地点

都心方面（C）地点
→藍那方面（A）地点

18.6
分
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位置図

藍那ランプ方面発着 からと西ランプ方面発着

箕谷ランプ からと西ランプ

からと東ランプ

五社ランプ

一般道路

阪神高速

渋滞交差点

都心４ランプ
（国道2号、神若、二宮、新神戸駅）

小部明石線

有馬口
ランプ

しあわせの村
ランプ

断面②

断面①

谷上駅前
交差点

（C）地点
平野交差点

（B）地点
唐櫃大橋交差点

藍那ランプ

（A）地点
藍那ランプ前交差点

＜最大渋滞長＞ 午前７～９時

谷上駅前交差点（西行）

R5.4.11
（社会実験実施前）

660m

R5.6.29
（社会実験実施中）

240m （420m減）

※社会実験実施前、実施中に観測した実績

※4/26～4/28、6/8～10/31計測のETC2.0プローブデータより分析 ※4/26～4/28、6/8～10/31計測のETC2.0プローブデータより分析

計5,297台
計5,438台

計7,484台

計7,693台
計141台増

計209台増


